
　
　
　
　

　 (6)タイムアウト:決勝ラウンドの、決勝リーグのみ適用する
　 (7)試合が、⼀⽅のチームの責で帰すべき事由により開催不能または中⽌になった場合は、その帰責

6.期日・会場

　

　

　

　

　

　

10.競技形式

　
　

山形県内に所在地があり、参加申込みを受けたチーム数とする

　

　
　

　　 忘れた場合は試合に出場できない

  ②当該チーム間での得失点差

　 刷したもの、またはPCやスマートフォン等の画面に表示したものを示す

　

1.名　称

　

2.主　催

4.後　援
5.協　賛

　

3.主　管

 8.参加チーム

　

　

 9.大会参加費

  ④下記に基づく警告、退場のポイントがより少ないチーム
　　(ａ)警告１回　　　　　　　　　　　１ポイント
　　(ｂ)警告２回による退場１回 　３ポイント

※当該チームとはブロック内、又はブロック間で勝ち点合計が並んだチームのことである

　

山形県　　酒田市教育委員会

JFA第32回全日本U-15フットサル選手権大会　山形県大会開催要項

　

　

7.参加資格

　

　　 ひとつの加盟登録チームから複数のチームで参加できる、JFAに承認を受けたクラブを構成する加
　　 盟登録チームについては、同⼀クラブ内の他の加盟登録チームに所属する選手を移籍手続きな
　　 しに参加させることができる。
　②前項のチームに所属する選手は2012年4⽉2日以降に⽣まれた選手であること、男⼥の性別
　 　は問わない

　　 を、移籍手続きを⾏うことなく本大会に参加することができる、ただし登録している⼥⼦加盟チー
　　 ムが本大会に参加している場合を除く
(4)各チームの登録選手は、JFA発⾏の顔写真付き登録選手証(カードの選手証または電⼦選手証)

  ⑤抽選
　　(ｄ)警告１回に続く退場１回   ４ポイント

\15,000/1チーム(各チーム初戦の監督会議時に納付すること)

(5)ブロック内での順位で、勝ち点合計が同じ場合は以下順序により決定する
  ①当該チーム間の対戦成績

(1)予選ラウンドは、総当たり1回戦のリーグ戦を実施し、予選リーグの順位を決定する

　　アで敗戦したものとみなす

  ③外国籍選手は１チームあたり3名までとし、ピッチ上2名を超えて同時に競技することはできない
(3)中学校体育連盟加盟チームは、その中学校に在籍し、かつ本協会の⼥⼦加盟チーム登録選手

　　 を代表者会議及び試合会場に持参すること、いかなる場合でも顔写真の添付が無いものや、

※電⼦選手証とは、JFAのWEB登録システム【KICKOFF】から出⼒した、顔写真付きの選手証を印

(5)参加チームは2026年度に認定登録された、フットサルの有資格者審判員を1名準備帯同すること

JFA第32回全日本U-15フットサル選手権大会山形県大会
特定非営利活動法⼈山形県サッカー協会
特定非営利活動法⼈山形県サッカー協会フットサル委員会

会場　酒田市営八幡体育館
(1)フットサルチームの場合
　①(公財)日本サッカー協会(以下JFA)の【フットサル３種】又は【フットサル４種】の種別で2026
　　 年度に登録加盟登録した単独チームであること、⼀つの加盟登録チームから複数のチームで参
　　 加できる、JFAに 承認を受けたクラブを構成する加盟登録については、同⼀クラブ他の加盟登

  ①JFAに【３種】【４種】又は【⼥⼦】の種別で2026年度に加盟登録した単独チームであること、
(2)サッカーチームの場合

サッカーショップ　ノーボ・ムンド
期日　7⽉26日　　8⽉9日

　　 録チーム所属選手を、移籍手続きなしに参加させることができる
　②前項のチームに所属する選手は2012年4⽉2日以降に⽣まれた選手であること、男⼥の性別
　 　は問わない
  ③外国籍選手は１チームあたり３名までとし、ピッチ上２名を超えて同時に競技することはできない

(6)登録選手は、保護者の同意のある者に限る

(2)予選リーグの結果により、決勝ラウンドの決勝リーグ進出決定戦の組み合わせを決定する
(3)決勝リーグの結果により、最終順位を決定する
(4)予選及び決勝ラウンドのリーグ戦勝ち点は、勝ち3　引分け1　負け0　とする

  ③当該チーム間での総得点差

　　(ｃ)退場１回　　　　　　　　　　　３ポイント

　　その帰責理由のあるチームは０対５、若しくはその時点のスコアがそれ以上である場合は、そのスコ

　



　 　　 ルキーパーが着用するシャツと同⼀の色彩及び同⼀のデザインで、かつ自分自身の背番号のついた

　③決勝リーグ:引き分け、最終順位については本要項10項(5)を適用する

　   ③チームのユニフォームのうち、シャツの色彩は審判員が通常着用する⿊色と明確に判別しうるもので
　 　　 あること

　   ⑤シャツの前面、背面に参加申込書に登録した選手番号を付けること、ショーツにも選手の番号を

　　 了解を得た場合のみ、変更を認める
  ⑧シューズ︓キャンパスまたは柔らかい⽪⾰製で、靴底がゴム、または類似の材質で出来ており靴底

　　 また必ず、本大会の申し込みに記された選手固有の番号を付けること、貼り付け番号は試合中

　⑦ユニフォームの色、選手番号の参加申込締切日以降の変更については、大会事務局に申し出て

  ④フィールドプレーヤーとして試合に登録された選手が、ゴールキーパーに代わる場合、その場合でゴー

　

　
　　 取れないようにしっかりと留めること

(6)試合時間
　⑨すね当て︓着用のこと

　 　　 が飴色、もしくは無色透明のフットサルシューズまたは体育館用シューズタイプのもの
　　 (スパイクシューズおよび靴底が着色されたものは使用できない)

　②決勝ラウンドの決勝リーグは、20分間(各ピリオド10分間)のプレーイングとしハーフタイムのインター
　　 ングタイムとし、ハーフタイムのインターバルは5分間とする　

　　 バルは5分間とする

　①予選ラウンド及び決勝ラウンドの決勝リーグ進出決定戦は、30分間(各ピリオド15分間)のランニ

　

　　 付けることが望ましい。
　

　
12.参加申込

　

13.組み合わせ 大会事務局において組み合わせを決定する

 
(2)大会競技中に発⽣した傷害については、大会本部にて応急処置を⾏うが、その後に近隣病院を

　　第7項に定める参加資格を満たしていること

(7)競技時間内に勝敗が決しない場合
　①予選ラウンド:引き分け

　⑥選手番号については1から99までの整数とし0は認めない、1はゴールキーパーが付けることとする、

　②決勝ラウンドの決勝リーグ決定戦:競技時間終了3分後、PK⽅式(5⼈制)により、勝敗を決する

　①JFA制定のユニフォーム規定に基づいたユニフォームを使用しなければならない

(3)地震などの災害発⽣時には、本施設の災害対応マニュアルにしたがい避難すること
　　 紹介するため、その後の処置はチームで対応すること

(1)別紙参加申込シートに必要事項を明記の上、下記申込先にメールにて申込むこと

　

 

(4)【参加申込先】　大会事務局　奥山英幸　宛(以下メールアドレスに申し込むこと)

(5)申込締切日程　2026年7⽉3日(⾦)21時まで

　 (3)使用球︓フットサルボール　4号球（大会主催者側にて準備）
　 (4)競技者の数

　
(2)ピッチサイズ︓原則として最大40ｍ×20ｍ、最⼩32ｍ×18ｍ、センターサークル半径3ｍ、ペナ

11.競技規定 JFA制定の2025/26フットサル競技規則による、ただし以下の項目については大会規定を定める
　 (1)ピッチの表面　フローリング

　②ベンチに⼊ることのできる⼈数︓12名以内（交代要員9名以内、役員3名以内）

　
　 　　 いユニフォームを参加申込書に記載し、各試合には正副とも必ず携⾏すること

　 (5)競技者の用具

　②ユニフォーム（シャツ、ショーツ、ストッキング）は正のほかに副として、正と色彩が異なり判別しやす

　

　　　　　　　　　　     申込先メールアドレス　　ioai1008@gmail.com

(1)チームの責任において傷害保険に加⼊すること

　 　　 ものを着用すること

14.傷害補償

　
(3)参加申込シートの明記指定箇所が未記⼊の場合、本大会に参加できない

　

(2)参加申込に記載しうる⼈員は、1チーム24名(選手20名、役員4名)を上限とし、登録選手は

　

　 　①交代要員の数︓9名以内

　　 ルティエリア1/4円ラインの半径6ｍ、ペナルティキックマーク6ｍ

　
　



　　予定の【JFA第32回全日本U-15フットサル選手権大会東北大会】の出場権利を獲得する。
(6)大会に参加する選手は、必ず保険証または保険証のコピーを持参すること

(5)本大会の優勝及び準優勝の両チームは、2026年11⽉28日〜11⽉29日に秋田県で開催

(3)予選ラウンドは大会役員⽴ち会いの下、会場指定場所にて試合都度実施する(別紙参照のこと)

　　 及びMCM

　　 については以下通りとする

(7)各チームで発⽣した弁当等のゴミは、全て各チームで持ち帰ること

　　 印刷し大会当日に持参のこと、なお試合開始前までメンバー表をオフィシャルに提出すること
(2)申込シート隣の別タブはメンバー表になり試合毎、オフィシャルに提出するものになるのでチームで
(1)表彰式につては、全日程終了後に直ちに⾏う

(3)JFA発⾏の顔写真付き登録選手証(カードの選手証または電⼦選手証)不携帯の場合の処置

(4)帯同審判員を準備できなかった場合、1試合ごとに勝ち点を₋3とする

　①個⼈のみ不携帯の場合は、その選手は出場できない

(4)決勝ラウンドは、決勝リーグ進出決定戦、決勝リーグそれぞれ実施する(別紙参照のこと)

　　ればならない、出席しなかった場合は、競技に参加することはできない
(2)代表者会議は、MCMを兼ねて実施する

16.表　彰
17.その他

15.代表者会議

　
優勝、準優勝の各チームに賞状、トロフィー、副賞、第３位チームに賞状、トロフィーを授与する

　

(1)参加各チームは、必ず代表者会議及びMCM(マッチコーディネーションミーティング)に出席しなけ

(8)申込書に記載された個⼈情報は、本事業以外の目的で使用はしない

　②チーム全員分不携帯の場合は、試合毎勝ち点-1とする(試合は実施する)

　

　


